
第33回
みどりの作文コンクール

テーマ「ふるさとの緑を考える」テーマ「ふるさとの緑を考える」
緑や自然に関する身近な体験談や森林の保全も含みます。

■金・銀賞の作品は
　「みどりの日」（令和7年5月4日）に
　福島民友新聞紙上にて紹介します。

旧 「緑の提言・作文コンクール」
※今回から名称が変更となりました

■主催／福島民友新聞社、公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会、農林中央金庫福島支店
■後援／福島県、福島県教育委員会、福島県小学校長会、福島県中学校長会

作品募集中！

締め切り 令和７年1月14日　 必着火

応募者全員に

参加賞
プレゼント

金・銀・銅賞に
賞状と図書カード
を贈呈！！

対 象：福島県内の小・中学生
（令和6年度現在）
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募　集　要　項

【目　的】
福島県のかけがえのない財産である「緑」を継承して
いくために、「緑の大切さ」「森林と自然の保全」な
どに対する関心と意識を高めることを目的に、県内
の児童・生徒から作文を募集し、優れた作品を表影・
発表するものです。

【応募資格】
福島県内の小・中学生（令和 6年度現在）
原則、学校単位の応募だが、個人も可。

【原稿用紙】
B4 判 400 字詰め原稿用紙

【部　門】
●小学校低学年の部（1、2年生）
　……………1枚半以上2枚以内
●小学校中学年の部（3、4年生）
　……………1枚半以上2枚以内
●小学校高学年の部（5、6年生）
　……………2枚半以上3枚以内
●中学校の部（1～3年生）
　……………3枚を超えて4枚以内

【応募規定】
・題名・学校名・学年・氏名は字数に含みます。原
稿用紙の枠内に記入してください。
・応募者名簿（別紙※）に必要事項を記入の上、作品
と一緒に提出してください。
・一人1点
※別紙は弊社ウェブサイトの同コンクール欄からダウンロードできます

【締め切り】
令和7年1月14日（火）必着

【お問い合わせ・申し込み先】
〒960-8648（住所記載不要）福島民友新聞社
営業局事業部「みどりの作文コンクール」係
電話 024（523）1334

【審　査】
福島県関係者、学校の先生、福島民友新聞社等
の主催団体関係者によって行います。
１次審査・本審査を経て結果は令和７年2月中旬
（予定）に福島民友新聞紙上で発表。また、学校を
通じてお知らせいたします。

【表　彰】
・小学校低・中・高学年、中学校の4部門にわけて、
各部門ごとに金賞1名、銀賞1名、銅賞2名に賞
状と図書カードを贈呈。入選・佳作若干名に賞状
と副賞を贈呈。学校賞として数校に賞状と盾を贈
呈。令和7年3月に学校を通じて伝達いただきます。

・応募者全員に参加賞プレゼント

【作品発表】
金賞・銀賞作品は、みどりの日（令和7年5月4日）に
福島民友新聞紙上で紹介します。

【その他】
応募された作品は返却しません。入賞作品の版権
は主催者に帰属します。個人情報は、新聞掲載・
HP等での発表以外の用途には使用しません。

【テーマ】 「ふるさとの緑を考える」

B4判400字詰め原稿用紙
先生方へ 別紙の応募者名簿（弊社ウェブサイトの

同コンクール欄からダウンロードできま
す）を添付してください。

●通学路や自宅周辺、身近な森林や樹木、草花を
見てどんな気持ちになりましたか？
●まちに緑が増えると、どうなると思いますか？
●学校の授業で森林や緑についてどんなことを学
び、考えましたか？
●体験学習などで森林や緑にふれて、どんなこと
に気づき、考えましたか？
●福島県や日本、地球は、緑、森林、自然とどう
関わっていると思いますか？
●私たちは地球温暖化や SDGs などの観点から、
森林や緑をどのようにすべきですか？

など、自由に書いてみてね！

テーマの題材は身近にあるよ！


